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2 「ジュニア卓球教室」がつなぐクラブと学校の絆

1 クラブ概要

特集
学校部活動と連携しているクラブ

地域の子どもを見守ることのできる安心を生む
～NPO法人いいの夢クラブ（宮崎県えびの市）～

　NPO法人いいの夢クラブ（宮崎県えびの市）は、市行政と体育指導委員（現在のスポーツ推進委員）が中心と
なって市民とともに平成19年に設立したクラブです。
　平成24年にはNPO法人格を取得し、多種・多様な生涯スポーツを通して老若男女が楽しみながら健康維持
できる機会と、家族の触れ合いや地域の人々の交流の場を提供してきました。
　クラブのキャッチフレーズは「応援します!! あなたの元気、地域の元気」です。「だれでも気軽に楽しく参加
できるクラブ」、「子どもの健全育成を推進するクラブ」、「地域住民が元気になるクラブ」、「地域の活性化を
推進するクラブ」を理念に14種目、6教室・18サークルの活動を展開し、スポーツや文化をとおした豊かな町
づくりを目指しています。

クラブの卓球教室と学校部活動が連携し、良好な関係を築
く「いいの夢クラブ」。連携のきっかけは、競技の指導経験
がなかった顧問の負担を軽減するためでしたが、そこには、
クラブに通う地域の人々と子どもたちの交流の場が生まれ
るといったメリットもありました。

★ 学校側からクラブへ外部指導者の依頼

★ クラブ指導者と部活動顧問がそれぞれ役割を分担する

★ 「地域で子どもを見守る」きっかけに

キーポイント

　人気教室のひとつであるジュニア卓球教室では、中学生15名、小学生3名の計18名が活動しています。教
室に通う中学生が在籍する飯野中学校の卓球部とクラブが連携するようになったのは5年前でした。現在の部
活動の顧問である教員の方に卓球の指導経験がなかったため、学校側からクラブに対して外部指導者として
の指導の依頼があったことに始まります。
　その後、学校の卓球部に所属する生徒は、月・金曜日の週2回クラブのジュニア卓球教室に通い技術的な指
導を受けることになりました。こういった取り組みについて、学校では年度初めの「部活動生保護者会」で、
部活動のあり方やクラブでの活動の取り扱いなどを説明し、保護者の理解を得ています。もちろん学校側は、
部活動に所属する生徒にクラブ会員となりジュニア卓球教室に通うことを強制していません。しかし、今で
は部員全員がクラブ会員となり活動しています。

中学校部活動と連携する「ジュニア
卓球教室」では、中学生と小学生が
一緒に練習し汗を流している
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　えびの市は人口2万人程ですが、当クラブを含め市内に3つの総合型クラブ（いずれもNPO法人）があります。

設立以来培ってきた3つのクラブ間の支え合いと信頼関係を崩さず、それぞれの地域に根づいた活動を推進する

ことを考えています。

　また、クラブは自主運営をしていくための会員の増加や指導者・財源の確保といった課題を克服していかな

ければなりません。今後は、高校生や20～40歳代の若い世代に、クラブへの興味を持ってもらうため、新しい

スポーツなども活動に取り入れる予定です。スポーツ・文化を通して地域の皆さんの集いの場となり、人と人

をつなぎ、多くの笑顔に出会えるよう、今よりもっと前向きな活動に取り組もうとしています。

（宮崎県クラブアドバイザー　宮田育俊）

4 今後の展望

設　立：平成19年3月10日（NPO法人格取得日：平成24年12月6日）
住　所：〒889-4301 宮崎県えびの市大字原田2176番地 飯野駅前地区体育館内
会　員：236名（平成26年12月時点）
予算規模：480万円（平成26年度）
TEL：080-1775-5332　　FAX：0984-27-3399
E-mail：iinoyume@drive.ocn.ne.jp

クラブプロフィール

　あいさつやマナーといった基本的な部分は、学校とクラブの両方で指導を行いますが、部活動では、顧問が一

緒に練習に参加する中で、生徒が練習メニューを考え、生徒主体の活動をしています。クラブとの連携を始めて

2 ～ 3年が経った頃は、顧問と指導者間で指導方法や大会での選手起用などにおいて多少の意見の相違が生じるこ

ともありました。しかし、連絡を密に取り合い、お互いの考えや役割について話し合うことなどにより、意思疎

通を図ることができ、現在ではスムーズな連携ができています。　

　具体的には、技術指導はクラブの指導者が主導となって行い、顧問は主に生徒の生活面やメンタル面をサポー

トしています。それらをお互いが共有し、理解し、そして尊重することで良好な関係を構築しています。

　学校にとっては、クラブとの連携により顧問の業務負担が軽減されるだけではなく、公共施設を利用することで、

クラブ会員のみなさんにも生徒を見守っていただけるという安心感が生まれました。中学生が、率先して年下の子ど

もたちの面倒を見るなど、自主性の育成にも役立っていると、クラブスタッフ、顧問、指導者ともに実感しています。

　また、クラブ側にも卓球部に所属している生徒を指導することが、その生徒の家族の入会にも繋がり、また、

口コミなどでその他の教室入会も増えるなど、多くの利点があります。

3 連携が「地域で子どもを見守る」きっかけに


